
３.研究内容

１．課題目標

事業実施計画

影響評価手法の開発

２.研究実施体制

東京電力福島第一原子力発電所事故を受け、原子力プラントの安全性向上のため確率論的リスク
評価（PRA）の積極的活用が求められている。本研究では、高温ガス炉の設計上、安全上の特徴
を考慮したPRA手法の確立を目標に、高温工学試験研究炉（HTTR）の運転経験を取入れた
高温ガス炉信頼性データベースや、静的機器地震時信頼性に着目した事故シーケンス頻度
評価手法、黒鉛構造物損傷を考慮した事故影響評価手法を構築する。

高温ガス炉の確率論的安全評価手法の開発

事故シーケンス頻度評価手法の開発

実用高温ガス炉への適用性評価

機器故障率
試験・検査結果
修理記録

HTTR運転経験 国内外データベース

事故･故障情報
機器故障率
地震等被害情報
人的過誤事例情報

高温ガス炉信頼性データベース構築

地震時システム信頼性解析コード構築

情報、専門家意見

多重故障起因事象の組合わせを考慮した
事故シーケンスのモデル化
ソースターム情報の取り入れ等に係る
システム信頼性コードの整備

国内専門家
電中研､JANSI､INSS､原子力機構等

原子炉システム地震応答解析 損傷モードの設定

３次元地震応答
解析モデル

建
屋
・
機
器
応
答

安全機能を有する構築物、
系統及び機器（SSC）の

故障モード分析

損傷形態の同定

評価対象SSC
の部位

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

事故シーケンス
頻度評価手法の
開発

事故影響評価
手法の開発

実用高温ガス炉
への適用性評価

検討準備
事故ｼｰｹﾝｽ

定量化手法構築
実施ガイド（案）

の作成

代表的な事故ｼｰｹﾝｽ
１ｹｰｽのﾘｽｸ試算

代表的な事故ｼｰｹﾝｽ
複数ｹｰｽのﾘｽｸ試算

ｿｰｽﾀｰﾑ評価ｼｽﾃﾑ構築検討準備

評価準備

実施ガイド（案）
の作成

核・熱流動
特性評価
（RELAP5）

核分裂生成物
移行挙動評価
（FPTRAN）

燃料核分裂生成物
放出挙動評価
（HTFP）

燃料酸化
挙動評価

（THYTAN）

冷却材への
核分裂生成物放出量

冷却材流量/温度/圧力、
空気/水質量割合、
構造材温度

炉心冷却材流量

構造物幾何形状、過渡条件

プラント敷地境界外での公衆被ばく線量

燃料破損率燃料要素温度

原子力機構
研究とりまとめ

研究項目(1)
事故シーケンス

頻度評価手法の開発

東京都市大学
高温ガス炉信頼性
データベース構築、
地震時システム
信頼性解析コード
構築

原子力機構
HTTR運転経験
の調査・分析

研究項目(2)
影響評価手法の開発

東京大学
損傷モードの検討

原子力機構
地震応答解析、
ソースターム評価
計算コード
システムの構築

研究項目(3)
実用高温ガス炉への

適用性評価

東京都市大学
モデルプラントの
事故シーケンス
頻度試算

原子力機構
モデルプラントの
ソースターム試算

日揮
開発手法の
適用性評価


